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§1.偶 然 とは何 にか
水銀 の入 ってい る容器を拾 ったので,水 銀 の 目方 を計 ろ うと思 ったが,キ
ログラムの秤 しh・なか った。それで計 ってみた ら,3キ ロと4キ ロとの間に
あ ることが分 った。次にヘ ク トグラムの秤 で,キ ログラムで は計れなか った
部 分,つ ま り3キ ロを と り除 いた部分を計 った ら,3ヘ ク トと4ヘ ク トとの
間にある ことが分 った。 この ことを続け て,デ カグラム,グ ラム,デ シグ ラ
ム,セ ンチグ ラム,ミ リグラム の 数字 を 求めていった ところ,み な3で あ
り,結 局3333333ミリグラムであ ることが分 った。す なわ ち3のi数字が7回
続 いたので あるが,こ れは非常 に稀 なこ とであ る。
これ は面 白い拾 い物を した と 思 ってい ると,後 日あ る物理 学者が10キ ロ
グ ラムの水銀 を3等 分 した ものの うち1つ を落 したか ら拾 った方は届け て欲
しい と申 し出た ので,あ っけない幕切れ とな った。
10キロの3分 の1は3.33……キ ロなので,3が い くら続 いても 不 思議 で
はない。む しろ3の 続 くのが必然で ある。拾 った人 に とっては偶然 に感 じら
れて も,落 した人に とっては必然で ある。 この例は クール ノー(A.Cournot,
正801-77)によるものであ る。
飛行機事故 は昭和27年4月9日 の木星号事件 か ら昭和47年11月29日 の
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日航DC8ジ ェヅ ト機 のモ スクワ惨事 まで数多 くあ るが,そ のなかで原 因が
解 明され,機 体の欠陥,エ ンジ ンの不整備,操 縦 の ミスな どに よることが判
明 した場合に は,墜 落 は必然で あ り偶然 とは言えない。 しか し乗客に とって
は,そ の飛 行機 に丁度乗 り合せ た とい う点において偶然で ある。
偶然 とは何であるか。昔か ら人は,現 象を確固とした不動の法則に したが
うものと,然 らざるものとに分類 した。後者はいかなる法則をもみたすこと
なく,し たがってこれを予見することは不可能である。そこで,偶 然の定義
は簡単にはできないが,一 応次のように定めて論を進めよう。
「偶然 とは因果関係を見出す ことができないため,そ の生起 と様態を予め
想定できない事柄を言 う。簡単に,・原因の不 明な事柄 または予想 しなかった
事柄 ともいえる。」
最初に述べた水銀の例は,「みかけ偶然,じ つは必然」である。 飛行機事
故はフライ ト・レコーダーとボイス ・レコーダーが残存 しておれば,原 因が
解明され易い。 したがって 特殊の場合を 除いてほとんど 原因は判明 してお
り,墜落は必然のことが多い。突如 とした気象の激変に よるとい うような偶
然は稀である。
この2つ の例のように,原 因が明らかであ りそれか ら当然の結果が得 られ
るとき,偶 然ではな くそれは必然である。
§2.確 率論 の適用 され る偶 然
自然科学の世界 といっては広す ぎるが,無 機物の世界においては,偶 然 と
い うものは考えられない,つ まり決定論が君臨する。それはどんなに微小な
現象でも原因な くしては起 り得ない,つ まり因果律が完全に行なわれる世界
なので,自 然法則に無限の知識をもつ 全能の精神(esprit)があるならば,
いかなる現象でも世の初に予見す ることができる筈である。 このような精神
にとっては偶然 とい う言葉は無意味であ り,否む しろ偶然なるものは存在 し
ないといえよう。 このことは 人類の間に おいてもいえる。 無知なるものに
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とって偶然であっても,知 者に とっては必然である。例 として 日食がある。
オッポルツァーt著「食の宝典」には紀元前1207年10月10日か ら2161年11
月17日まで8,000回の日食の概略の予報がのせ られてある。
このように物理法則に無限の知識をもつな らば,あ らゆる物理現象は解明
され偶然は存在 しない。サイ コロを投げた とき出る目を当てることは因難な
業ではあるが,万 能な精神な らば その因果関係を 詳かに して 当てるであろ
う。
しか し法則に関する無限の知識をもたな くとも,し たがって因果関係を説
明できな くとも,結 果は或程度予想できることがある。それは確率論に よる
場合である。例 としてサイコロ投げの外に,保 険の問題がある。保険会社の
社長がその個 々の被保険人が何時死亡するかを知ることは,医 学の知識がい
かに深 くともこれは容易な業ではない。 しか し確率論の大数の法則を もとに
して会社を経営 して行 くとき,そ の方針は誤まってお らない。
さて確率論が適用できる現象においては共通な性質が認め られ るのでそれ
について述べて見 よう。
1極 く小 さい原因の変化が大きな結果の相違をひき起す場合(こ の時そ
の結果は偶然に起ったとい う)。
例は数多 くあげ られ る。不安定な倒立円錐はどの方向に倒れるか。台風は
どの沿岸に上陸するか。ルーレットの球はどの場所で留まるか。 これ らはす
べて原因の微小差が結果の大きな開きとな り,予 言は不可能である。
例えば天気予報に関 して,「予報官は天気図を見なが ら,頭 の中では気象
力学も気象熱力学も,乱 流学 も一緒に して思考を重ねている。そ して,最 後
に予報をだす ときは,創 造力に よって断を下すわけである。 この精神的活動
は電算機 よりも速いスピー ドと複雑な思考を必要 とし,誰に も相談できない
孤独な活動である。
気象技術の進歩は,予 報官の精神的活動をさらに高度化 し,思考の範囲は
昔 と比較にな らないほど,広 が り複雑化 させるものである。気象技術が進歩
した ら予報官は 楽になると 考える人がいた ら,そ れは 誤解とい うものであ
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る。(朝倉正)」と言われるが,そ の苦心は並大低のものではない。
ll原因が非常に複雑であるかまたはあま りに も多い場合。
例 として気体運動論がある。無数の分子が大 きな速度で縦横に飛び廻 って
いる状態は,こ れを促えることは容易ではない。ここでは原因の微小差 とと
もに,原 因の複雑さが問題になる。
粉末を流れに浮遊 させるとき,流 れの法則は知るよ しもないが,非 常に複
雑なものであることだけは確かである。暫 くすると一様に分布するが,こ れ
は偶然であるとい う外はない。2種 の液体を混和 した り,水でねった粉 とバ
ターか らパイを作った り,カ ルタを何十回 とな く釘った りするのも同 じであ
る。結果が偶然であるとい うのは,最 初の状態のいかんにかかわ らず,長 い
間には同一の推移確率分布になることを意味 し,原因の複雑に起因するもの
である。
原因が複雑であると同時に原因があま りにも多い例 としては誤差がある。
以上の2つ の性質を挙げ これを重要視 したのは ポアンカレ(1854-1912)
である[1ユ。
§3.偶 然 の 分 類
ミロー(G.Milhaud,1858-1918)は「ア リス トテ レス お よび クール ノー
に おけ る偶然 」 とい う論文[2]において,結 局偶然 は次 の3つ に分類 され る
とい う。
1.出 会 いrencontre
2.稀 少raret6
3.1つ の可能unpossible
まず,出 会い(め ぐりあい,邊 遁)と は原因(理 由)を しめす1つ の系列
と,原 因(理 由)を しめす他 の系列 との交叉 を意味す る ものであ る。 しか も
この2っ の系列 が互 に独立で あるために,出 会 った ことの原 因(理 由)が 不
明であ り,ま して出会 った ことに よって生 じた結果に対 しては手 の施 しよ う
がない ことさえ起 る。
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例えば 「屋根か ら瓦が落 ち てきて,下 を歩いていた人 が怪我をす る」 とい
う場合 に,瓦 が落 ちた理 由 と人 の歩 いていた理 由は分 った と しても,な ぜ 両
者がぶつか らねば な らないかが分 らないので ある。すなわち この場合偶然 と
い う外 はないが,一一・般に互に縁 のない2つ の世界が互に作用 しあ うときは,
その作用 の法則は必ず非常に複雑 なものであ る。
ピルスを殺 した偶然の瓦 の故事 は有名であ る。 ピルスはエペ イ ロス王 ピュ
ロス2世(前318頃 一272)のラテン名 で,彼 は前280年に ローマ軍 と戦 っ
て幸運 な勝利を収めたが,の ちに大敗を喫 してギ リシャに転戦,ア ル ゴス市
街地 の攻囲戦 中に屋 根か ら落 ちてきた瓦 に当 って死んだ。一 説にはそ の瓦は
ひ とりの老婆 が彼 にむか って投げつけた もの ともいわれ てい る。
次に,稀 少 とは まれに しか存在 しない ことで あるが,こ こでは1つ の概 念
に対 して まれ に しか所 属 しない ことを意味す る。 したが って孤立性を もつ こ
とにな り,個 物 お よび個 々の事象 に対 して この語が用 い られ る。
例 えば 「四つ葉 の クローバ」 を とりあげてみ ると,ク ローバ とい う概 念に
は普通三つ葉 とい う本質的特徴が あるが,四 つ葉 は これ をみた していない。
この ように 「稀少」 と してま とめ られ る偶然 の第2の 分類は,個 物で本質
的で ない,い わば例外的 な ものの集 ま りであ る。
最後に,1つ の可能 とはい ろい ろな可能性 のなか の1つ が可能で ある こと
を意味す る。そ して,有 ることの可能性が小 さい とき,そ れ は無い ことの可
能性が大 き くなるので 「無 い ことの可能」 といい表 わす ことがで きる。 この
よ うな偶然 の集 ま りが第3の 分類 である。
例 えば 「人間に生 まれ て くる」 とい う偶然 が これで ある。 自分ではない別
の人 間が生 まれ る可能性 が大 きか った のに,自 分が生 まれて きた ことが驚 く
べ き偶然 なのであ る。
人間に生 まれ て くる偶然の程度(確 率)を 生物学的に計算 してみ る と,お
そ らく非常に小 さな もの と思われ るが,古 人は これを次の よ うに警 えた。
大海 の深 い底に盲 の亀が棲んでいて,百 年に1度 ずつ海面 に上 って頭を 出
す とい う。す るとそ こへ穴のあいてい る板が風 のまに まに漂 ってきた。その
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とき亀 の首が ち よ うどその板 の穴 に入るであ ろ うか。 まず たい ていの場合,
そ うした ことが うま くい くとは考 え られない。 ところが人間に生れ る偶然 の
程度 は,こ の盲の亀が頭を出 した とき,た また まこの板 の穴 にあ うような も
のであ る とい うので ある。
この 有名 な 讐 は 雑阿含経(SamyuktagamaXV)にあ るといわれ ている
が,確 率を数字 の10'iCで表わす ことを知 らない古代に こ うした比喩が用 い
られ た ことが興味深い。 これ を盲亀浮木 の讐 とい う。
偶然を分類 しこれ を研究す るこ とは九鬼周造教授(1888-1941)の著書[3]
に詳 しい。
§4.小 さい確 率の分類
偶然 にお こる事象は多 くはそ の確率 が小 さいので無視で きるが,こ こで は
その分類 を行なってみ よ う。
1人 間的尺度におい て無視 で きる確率。
東京都におけ る交通事故 を とり上げてみ ると,最 近数年間におけ る死亡者
数 は毎年約800名である。 人 口を1千 万 とす ると 死亡確率は毎年8/10万と
な るが,こ れ よ り毎 日の死亡確 率は8/3650万とな り大体1/430万とな る。
これ は1/100万より小 さ く1/1000万よ り大で ある。
これは小 さい確率 なので,ま ず個人に とっては起 らない と考えて よい。 も
しこの きわめて少 ない危険を恐れ て,す べ ての外 出を禁止す るな らに笑 われ
て しま う。 つ ま り100万分の1よ り 小 さい 死 の危険 な ら避 けない とい うの
が,個 人に とっての 日常生活 の指針で ある。 実際,家 にいて も,何 かの事故
で死ぬ確率が0と い う訳に もい くまいか ら。
以上 の例か ら,「0に 近 い 確率は 無視で きる」 とい う一 つの原理 が 導か
れ るが,ボ レル(1871-1956)はこれを 偶然独 自の法則(Laloiuniquede
hasard)とよんで いる。
ボ レル[4]が 言 うように 「われ われ が 人 間 的 尺 度 において(h1'6chelle
humaine)無視で きる 確率 と して それ を 採用す る ことが 合理 的な 値 と して
偶 然 に つ い て(武隈) (9)
《100万分 の1》 を提 案す るよ うに なったのは,事 故 の数 と大都市 の住民の数
とを比較 しての こ とである」。
100万分 の1==10"6が如何に小 さな確率で あるかは,次 の例 に よっても分
る。 タイ ピス トが1枚2,000字を含む原稿を500枚打 った とき,た だ1つ の
誤字があ るだけな らば,そ れは許せ る ものであ り,そ の タイ ピス トは完全の
域に達 してい ると認め る ことに誰 しも同意す るであ ろ う。
皿 地上的尺度 において無視で きる確率
これ は人間 の集団において無視で きる確率を意味す る。地球上 の人 間の数
は36億 といわれ てい るが,こ れ は10億 と100億との間にあ る。 したが って
今度は人間的尺度に おい て 無 視で きる 確率 よ りもto億倍小 さい確率,す な
わち100万分 の1の10億 分 の1,言 換え ると10-6×10"9=・10"15分の1と な
る。 これが地上 的尺度 におい て(a1'6chelleterrestre)無視で きる確i率であ
る。
10-15の例 として次の ものが ある。ル ー レッ トで引続 き50回 赤だけを得 る
確率 とか,銅 貨投げで 引続 き50回 とも裏を出す確率 は,2}50であ るが,こ
の値 は大体10-15に等 しい(210≒103を用い るとこ うなる)。
この値が人 間の集団に おいて無視で きることを示そ う。10"15は1015回行
な うた とき1回 起 るか も 知れない とい うことに 解釈す ると,1015回とは10
億人が全部1日100回 行 なった と しても約30年 かか る。 したが って30年 に
1回は起るか も知れ ない ことにな る。 これ な らば誰 しも上 の事象 は起 らない
とみなす であろ う。
皿 宇宙的尺度において無視で きる確率
ここに言 う宇宙 とは望遠鏡で観測で きる範 囲の世界であ る。 この尺度 を求
め るために次の よ うな大 まかな計算を・してみ る。 望遠鏡 で観測 で きる星 の数
は2,000億(岩波科 学の辞典第2版1964,340頁)なので,こ れを1012と大
きめに見積 もる。 地上 の住民100億人 一1010人が毎晩天空を観測す ること3
万年 とすれ ば約1,000万日===107日となる。 これ らを全部掛 けて も1050とは
な らない。
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そ こで宇宙的尺度 において(hi'6chellecosmique)無視で きる確率を10'50
とす る。
天文学や物理学 の法則 は,眼 に見え るすべ ての星につ いて行なわれ た数多
くの観測 に よって検証 され ている。 したが って新 しいある観測 が これ まで の
観測 を否定す るとい う確率は10胃50と定めて も異存は ないこ とにな る。
IV超 宇宙的尺度 において無視で きる確率
統計 力学 か ら導かれた物理 学の法則は,こ れ まで の もの と比較にな らない
程大 きな確実性を もってい る。す なわちそ の法則に反す る事 象は超宇宙的尺
度 において(a「6chellesupercosmique)無視す る ことがで きる。
その例 と して,1リ ッ トルの容器 に酸素 と窒 素 とが同量 に混合 され てい る
ものを とる。 い まある瞬 間において,酸 素 のすべ ての分子 は容器 の下 の半分
にあ り,窒 素 のすべ ての分子 は容器 の上 の半分にあ るとい う。そ うした状態
の成立 が可能であ ろ うか。 その確率 を計算 してみ よ う。
答は2'nであるが,こ こにnは 分子 の個数であ る。1分 子 グラムの気体は
6.062×1023イ固
の分子 を含むか ら,1リ ッ トルに含 まれ る分子 の個数nは3×1022個 の程度
であ る。 これ よ り
2-n・=2-3×1022司00.3010×(-3)×1022÷10-1022
とな る。 す なわち 答は10の 一1022乗の程度 とな り,10の 一50とは格段の
差 がある。
10の1022乗が如何 に大 きな数であ るかを しめす ために,ボ ル ツマン(1844-
1906)は次 の ような想 像的大宇宙 と超長時間を考えた。
まずわれわれ の宇宙 の大 きさを次 のよ うに評価す る。われわれが認め うる
限 りの最 も遠 く隔 った銀河状星雲 の距離を100億光年 とす るな らば,こ の宇
宙 の容積は1035立方 ㎝ より小 さい。次 に宇宙 の平均密度 は1立 方c皿につい
て1025個の原子 とい う割合 よ りも 確かに少 ない ので,宇 宙全体 に 含 まれ る
原子 の数は10110個より少ないが,大 体 これ位 と見積 る。
ボルツマンは,わ れ われ の宇 宙 σ・に含 まれ る原子を全部u・ でお きかえ
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た新たな宇宙 σ2をまず考えた。これだけでも彪大なのに次にUlに 含 まれ
る原子を全部 σ2でおきかえた新たな宇宙 σ3を考えた。さらにU、 に含ま
れる原子を全部 σ3でおきかえた新たな宇宙u4を 考えた。 これを繰返すこ
と100万回,す なわちN・=IO3とするとき σNまで考えた。 この想像的超
宇宙は原子を
10110×IOtlo×__×10・1・=,lol10×106...1011×107
106個
す な わ ち10の1億1千 万 乗 に 等 しい 数 だ け 含 む 。
次 に10億 年 一IO9年を 秒 で あ らわ す と,3×1016秒 と な る が,こ れ を 大 き
く見 積 る と10t7秒と な る。 こ の1秒 を10億 年 す な わ ち1017秒で お きか え る
と(10t7)2秒とな る。 こ の お き か え を100万 回 行 な う と
1017×106秒
と な る が10の103乗 秒 よ りは 小 さ い 。 これ を 超 長 時 間T〃 に と る。
これ よ りU〃 ×Tπ=・1011×1015
と な る が,こ れ は1022には 遙 か に 及 ば な い 。
これ に よ る と酸 素 と窒 素 の 分 離 状 態 は,宇 宙 σ坪 に あ る 原 子 の 数 と 同 じ回
数 に 時 間TNに あ る秒 と 同 じ回 数 を 掛 け た 回 数,繰 返 した と して も到 底 上 下
に き ち ん と別 れ そ うに も な い こ とが 分 る。 す な わ ち,そ の よ うな 状 態 は 超 宇
宙 的 尺 度 に お い て も望 む べ く も な い の で あ る。
§5.「 ツキ」 の確 率 論
技緬伯仲の2人 勝負においては,多 くの場合勝ち負けの相半ばすることが
最 も多 く,一 方的勝負に終ることはごく稀であるかのように思われている。
しか し実際はむ しろ反対で,勝 負の運 ・不運が働いて結果が極端に片寄る場
合の方が圧倒的に多い。
運 ・不運は 「ツキ」とよばれるもので,こ れは誰 しも経験す る。そ してそ
の存在は誰 しも疑わないが,こ れを合理的に説明することが困難なので,ツ
キの解明は不可能であると思われてきた。
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ここでは 「ツキの存在 が 確率論で 証明で きる」1つ の 重要 な例を 示 めそ
う。
まず問題を次の形で提起す る。技緬伯仲 の甲,乙2人 勝負 を銅貨投げ の勝
負で あ らわ し,表 が出た ら甲が勝ち,裏 が出た ら負け とす る。2n回 の勝 負
の うちで,甲 が勝 った回数をP回,負 けた回数をgと す るとき,P-9VC注
目す る。 そ してP-9の 値 が,0,±2,±4,… …,土2nに な る確率 を 求め
る。
結果を具体的 な数字でい うと 次の よ うにな る。 公正な1枚 の銅貨を2n-
20回投 げた場合に,ク ーgが プラスに な らない(す なわ ち初めか ら終 りまで
負けつづけた とか,ま たは何回かは勝 ったが負が こんで 結局 プラスになれな
か ったな どの)確 率は0.3524である。 別 な表現を とると,銅 貨投げ勝負を
100組行な うと,そ の うち35組 は リー ドできなか った人がい る組 にな る。
また1回 だけ 正 にな るか,ま たは 全然正にな らない場合 の確率は0。5379
にな る。
これ に反 して,10:10と同 じ割合すなわちP-g==Oに な る確率は0.0606
で,別 な表現を とると100組の うち6組 だ けが勝敗相半ば してい る。 そ して
他 の組 の人たちは2人 の うち どち らかが リー ドされつづけ る 自分の不運 をな
げ き 「ツイテナ イ」 とこぼ し,そ の相手は 「ツイテイル,ツ ィテ ィル」 と喜
ぶ。
公正な銅貨搬 げているので,表 と裏の出る割創 まともにで ÷ はあるが,
勝 負の結果は著 る しく偏 してい る。 この興味深 い問題は フ ェラーに よって解
かれ て以来有名にな ったが,以 下にその概要 を述べ よう。
表が 出た ら甲の勝 ちで乙か ら1ド ルを も らい,裏 が出た ら乙 の勝 ちで 甲は
乙に1ド ル支払 う。 つ ま り一1ドルを得 る。2n回 までに甲の得 た総額 をS2n
とす るとき,勝 負の回数 を横軸に とると,s2nは折 線 グラフで書 くことがで
きる。 甲が勝 てば 折線 は上に1だ け登 り,負 ければ1だ け下 る。 この よ う
に,原 点を出発 して,±1だ け上下 に 変化 しなが ら 横へ進む 折線の個数 は
22n個あるが,例 と して下に1本 書い て見 よ う。
Sn
一1
偶 然 に つ い て(武隈)
図1
い ま,次 の記号
{1:二(か(n='1'2'…→
-P,{S2n"O}はS2n・Oと な る 確 率
を 用 い る と 以 下 の 定 理 が 成 立 す る 。
定 理1.任 意 のn≧1に 対 し て
.zr「r{52n=0}=u2n
君{S1≠0,S井0,… …,S2。≠0}・3彿2。
Pr{S1≧0,S2≧0,… …,52。≧0}=・U2。
と な る 。 す な わ ち
(a)2n回 目 に 原 点 へ 帰 る 。
(b)時 刻2n回 目 も 含 め て そ れ ま で に 原 点 へ 戻 ら な い 。
(c)道 が0か ら2nま で の 間 に 負 と な ら な い 。
と い う3つ の 事 象 は伺 じ 確i率u2nを も っ て い る 。
定 理2.{S・,k-1,2,… …,2n}の う ち,
2n-2k個 が 負 で あ る 確 率 をP2k,2,、で あ ら わ す と,
毎,2。='U2k・・U2n-2k
と な る 。
2h1
2n2
(1)
(2)
(3>
(13)
2k個が 正 または0で,残 りの
(4)
一寸考えると正の側で費される回数の割合 一 は 一 に近いことが最も起
りやすいように 思われる.し か しその反対カミ正 しいのであって壕 に近い
ゐ ん
値を とる可能性が最 も少な く,π 一〇 お よび 万 自1と い う端 の値 を とる 確
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率 が最 も大 きい。 この ことが(4)で比 を とって 調べてみ ると証 明す るこ とが
で きる。
いま2n==20の場合 の実際 の数値を掲げ よ う。
2h
P2iC,20
P2k,20
?
?
0.1762
0.3524
?
?
0.0927
0.5379
?
?
0.0736
0.6851
?
?
0.0655
0.8160
?
?
0.0617
0.9394
10
0.0606
1
P2k,20は道 の2h個 の 辺 がx軸 よ り上 に あ る 確 率 で あ る 。 す な わ ち,20回
の 試 行 の うち,甲 の リー ドが ち よ う ど2h回 あ る 確 率 で あ る。 ・P2k,20は甲,
乙 の1人 が 少 な く と も2h回 リー ド し,他 の1人 が 高 々20-2k回 リー ドす る
確 率 で あ り,式 で あ らわ す と
　
P21e,20'・2Σ 九,20(2h=O,2,4,… …,10)
γ=O
である。
さて定理2の(4)をより簡単な近似式であ らわそ う。
伽 一1鰐 ・轡@鴇 テ農)!2-(2n-2k・
を ス タ ー リン グ の 公 式
%ノ～(2π)地蝿 θ一n
を 用 い て 変 形 す る と
1
少帥 ～ 辣 毒(n_h)春
と な る 。 した が っ て{Sk,k-1,2,… …,2n}が 正 の 側 に あ る 回 数 の 割 合
蕩 が ÷ と α(ただ し ÷<α<1)の間にある解 は,P…,・nをt<嘉く・
であるような範囲で加え合せて
轟 抽 一毒 認 幽{身(1-i)}→一÷∫1{x(iza.-x.)}、
..2-arc,in。S_⊥
π2
偶 然 に つ い て(武隈)(朽)
となる.同様袴 ≦÷ である繍 漉+分 大きくすると ÷ となる.こ
の2つ を加え ると次 の定理が得 られ る。
定理3.(逆 正弦法則)
固定 され た α(0<α<1)に対 し,n→ 。。 の とき 正 の側にい る 回数 の割合
ん ん
(リ ー ドして い る 割 合)一 が 一 くα に な る確 率 は 次 式 に 等 しい 。93?¢
÷ ∫1{x(ktx)}…÷arc・incre'(5)
実際に(5)はnの値が小 さ く20であって もきわめて よい近似 を与 える。(5)
の被積分関数 は次 の よ うに σ字形 曲線で表わ され る。
図2
1
ツ=τ π 「一。)}巷の グ ラ フ
9
＼_/
0 ‡1
これをみてい(す 姉 ち正の側にいる回数の割合)がちようど ÷ 近 く
にな る確率が最 も低 く,0ま たは1に 近 い ことの方が,ず つ と確か らしい こ
とが分 る。
さ らに逆正弦法則 をもっと具体 的に説 明 しよう。1つ の銅貨を1秒 に1回
の割 合で365日投げ る とす る。不運 な プレイヤ 一ー一が リー ドす る時 間 の割 合 を
Zと して,Z<ら にな る確率が ほぼPに 等 しい値 を ら とすれば次の表 が得
られ る。
PItp
0.90
0。80
0.70
153.95日
126.10日
99.65日
Plt・
0.60
0.50
0.40
75.23日
53.45日
34.85日
ρ ?
?
0.30
0.20
0.10
19.89日
8.93日
2.24日
iPl・ ・
0.05
0.02
0.01
13.5時 間
2.16時間
32.4分
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例 え ば,365日 か ら8.93日を 除 い た 日以 上 リ ー ドす る確 率 は0.20で あ り,
有 意 水 準P-O.05で 幸 運 な プ レ イ ヤ ー は365日 一13.5時間 以 上 リー ドす る 。
ま た 正 しい1枚 の 銅 貨 を10,000回投 げ た 記 録 が あ る の で,そ れ を 図 示 し
よ う。
図3
　!泌 〉へ
＼～/〉
ハ＼
蝋
勝負の同数
これを見 ると,局 部的 には 何処で も 表 も裏 も出て,折 線 は上下 してい る
が,全 体 と しては最初 の うち800回近 くまで大体正 の側 にあ り,何 か の原因
で段 々下 り始め ると,ま た局部的には上下 しなが らどん どん負の側へ下 って
行 く。 この よ うに,正 の側か または 負の側に偏 しなが ら全体 と してはバ ラン
スを保ちなが ら折線は移動 して行 く。
これが公平な賭 の実体で ある。7回 勝負で4-O,4-1と い う一方的勝
利 があって も不思議 ではない。要 は ツキで ある。 ツキ といえば負け惜 しみ,
あるいは神秘化 と思われ勝 ちで あるが,ツ キの存在 が この よ うに確率論で証
明 されたか らに は,そ の大 きさと変化 を知 るべ きであ る。
ただ し,正 の側 の偏 りか ら負の側 への突然 の転換(ま たは この逆)に つ い
ては,そ の原 因は不 明であ り確率論 で も解 明す る ことはで きない。 それ はむ
しろ勝 負の世界 で経験 を数多 く積んだ人 が知 っている と思われ る。 「勝 負は
引き時が肝心」 とい うのは,リ ー ドしてい るときツキの転換を早 く,も察知 し
てい る言葉であ る。
勝負の世界 に カツギ,ジ ン クスの多いのは,逆 正弦法則 お よびそれ らに 類
似 のものを成 立 させ ている神秘な偶然性がその要 因 と思 われ る。
(1973.1.2.)
偶 然 に つ い て(武隈) (17)
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